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この課題に関わるSDGｓの番号



テーマ設定の理由

フェアトレードについて興味があり、自分には何ができるのかもっと詳しく知

りたかったから。

フェアトレードについてたくさんの人に知ってもらい身近なこととして考えても

らいたいと思ったから。



現状

・生産国で正当な対価が生産者に支払われていない事がある。

　→貧困により児童労働などが起こる

　　　　　　　　　　　　　　

・発展途上国の人々・生産者の生活を向上させるため、適正な価格で取
引されるフェアトレードが行われている。

（例：コーヒー・カカオ・紅茶・コットン製品・果物・香辛料など）

　

・日本の企業もフェアトレードに関する取り組みを行っているところがあ
る。



課題

・日本のフェアトレードの全体的な認知度が３０％弱とまだ低い。

・最低価格が保証されているなどで　　　　　　　　　　　　　　　　　フェアトレード製

品の価格が高い。

・企業のプロモーションで終わること　　　　　　　　　　　　　　　　がある。
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解決策

・フェアトレードの商品を広く販売したり、SNSで紹介したりする。

・フェアトレードについての知識を発信する。

・一人ひとりがこの取り組みに興味を持ち、積極的に買う。

フェアトレードの認知度が高くなり、買う人が増える。

フェアトレード製品の需要が高くなれば更に多くの企業

が取り組みを始める。



１０代からの提言

　フェアトレード商品は高いなどの課題があるけれど、安心・安全で質の高い商品が得ら

れ、持続可能な社会にもつながるため積極的に買うべきだと思う。　　　今の世界の現状

を知り、一人ひとりが意識を向けていくことが貧困、人や国の不平等をなくすことにつな

がるのではないかと思う。



感想

フェアトレードについて調べてみて、課題もあるけれど、その分　　　　　　　メリットも大き
いことがわかった。フェアトレードについて理解　　　　　　　を更に深めることができてよ
かった。
また日本に住んでいると他の国の貧困の問題を考えることが少
ないが、世界の現状に目を向けて、フェアトレードを身近なもの
として考えていくことが大切だと思った。
これからもフェアトレード製品を積極的に買っていきたい。


